
HPは
こちら

～北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう～～北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう～

〝普通〟とは
何か？を
問いかける
会話のできない自閉症

という障がいがある作家
東田直樹が13歳の時に

執筆し、世界30か国以上で出版された大ベストセラーのエッセイを
もとに映画化された感動のドキュメンタリー作品。わずか13歳の少
年が紡いだ言葉が海を越え、今もなお世界中の自閉症者とその家
族たちに希望を与え続けている。

〝実家に帰ると
父が母に
なっていた〟
映画監督、作家とし

て活動しているふくだ
ももこ監督が自身の短
編映画『父の結婚』を

長編化。母の三回忌で離島に帰郷して父の再婚を知らされた女
性が、驚きながらも島の住人たちとの大らかな生活を通じて、自
分らしさを発見していく過程をとおして新しい家族のカタチを描く。
主演は松本穂香。
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12月4日から10日は人権週間です

人権週間映画会 12月4日（土）

おいしい家族

～だれもが幸せを感じるまちをめざして～

人権週間  -特設人権相談の実施

北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月10日～16日）

ク イ

※12月10日は
　世界人権デー

昭
和
23
年（
1
9
4
8
年
）12
月
10
日
、第
3

回
国
連
総
会
で
初
め
て
人
権
の
保
障
を
国
際
的

に
う
た
っ
た「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
、12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と

定
め
ま
し
た
。日
本
で
は
、こ
の
日
を
最
終
日
と

す
る
、毎
年
12
月
4
日
〜
10
日
を「
人
権
週
間
」

と
し
て
位
置
づ
け
、全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
西
市
で
は
、こ
の「
広
報
じ
ん
け
ん
」を
は
じ

め
、「
人
権
週
間
映
画
会
」や「
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
」、「
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
の
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処
が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題についての関心と認識を深めていくことが大切です。

〜
人
権
週
間・世
界
人
権
デ
ー
と
は
〜

川
西
市
で
は
、平
成
３
年（
1
9
9
1
年
）2
月

28
日
に
人
権
擁
護
都
市
宣
言
を
行
い
、「
川
西
市

人
権
行
政
推
進
プ
ラ
ン
」に
も
と
づ
き
、人
権
行

政
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、現
社
会
で
は
、新
た
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」に
関
連
し
た
差
別

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）上
で
の
差
別
的

な
書
き
込
み
な
ど
人
権
侵
害
事
案
が
生
じ
て
き

て
い
ま
す
。

市
で
は
、今
後
も
差
別
の
な
い
、だ
れ
も
が

幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

〜
人
権
擁
護
都
市
宣
言
の
ま
ち
〜

※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。
※当日先着順  入れ替えなし

字幕付 2019年 日本 95分 日本語吹替え 字幕付 2020年 イギリス 82分
❶10：30～　❷14：35～上映時間 ❶13：00～　❷16：25～上映時間

（C）2019「おいしい家族」製作委員会
（C）2020 The Reason I Jump Limited, 
Vulcan Productions, Inc., The British Film Institute

入場
無料

僕が跳びはねる理由

※当日は、新型コロナウイルス感染症対策にご協力お願いします。状況により定員を変更する場合があります。
　その場合は、市ホームページでお知らせします。

みつなかホールところ 各480名定 員

※人権擁護委員がお受けします。　
人権推進課　☎072-740-1150 まで　　予約優先12月3日（金）13時～16時　市役所（202会議室）　

※北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」、「『ただいま』～の声を聞くために～」のDVDを貸し出しています。（人権推進課）

次の空欄（〇の中）をうめてください。

❶12月10日は、「世界〇〇デー」
❷「心配せんと〇〇きしてや！」は、今年度の人権作文コンテストの最優秀賞のテーマでした。
❸今年度の人権週間映画会の洋画の題名は、「僕が跳びはねる〇〇」
※クイズ正解者には、図書カード（1,000円分）を5人に差しあげます。
　（正解者多数の場合は抽選。図書カードの発送をもって発表にかえさせていただきます。）

啓発パネル展示

〒666-8501　川西市人権推進課「クイズ」係

ハガキに①クイズの答え、②住所、③名前、④年齢、⑤電話番号、⑥今回の広報じんけんで興味のあった
記事と感想を書き、下記あて先まで応募方法

あて先 令和3年１２月１5日（水）消印有効締 切

毎月第3金曜日は、川西市の人権デーです

第12回
テーマ 「続コロナ禍」テーマ 「続コロナ禍」

令和３年度令和３年度

「はじめまして」

「
仲
良
し
姉
妹
」

「今度いつ
 帰って

 来てくれる？」

川中 彩 さん（けやき坂）

近
藤 

雅
也 

さ
ん

（
萩
原
台
東
）

「
ち
っ
ち
ゃ
な

　お
兄
ち
ゃ
ん
」

金
谷 

有
美 

さ
ん（
緑
台
）

塩田 敦子 さん（久代）

祖母は施設で療養中で、コロナの感染予防のため直接会うことはかないませんでしたが、職員の方のお気遣いで窓越しに息子と初対面することができました。

夫が単身赴 任で引越す
前日の 写 真 です。最 近
下 の 子 が 、友 達 が「 僕
のお父さん、リモートで
ずっと家におるねん！」て
話すのを聞き涙が出そう
になったと教えてくれま
した。

入賞作品紹介入賞作品紹介

最優秀賞

優秀賞

佳 作 佳 作

人権写真人権写真
コンテスト in かわにしコンテスト in かわにし

フォト

●❶ 川西市役所 市民ギャラリーにて
（12月13日～17日） ●❷ 川西市総合センター

（令和4年1月17日～21日）
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中
学
３
年
生
。1
9
4
4
年
７
月
15
日
　
学
徒
勤
労
動
員

令
発
令
、国
鉄
関
西
線
郡
山
駅
を
出
発
名
古
屋
へ
。

三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
に
勤
務
と
な
る
。

・・・・（
中
略
）

始
業
A
M
８
時 

終
業
P
M
４
時
。照
準
器
の
試
作
か
ら
始

め
、飛
行
機
の
部
品
な
ど
製
造
。各
職
場
の
指
導
員
か
ら
作

業
の
説
明
、指
導
を
受
け
る
。ト
イ
レ
な
ど
職
場
を
離
れ
る
時

は
、必
ず
報
告
。担
任
の
先
生
が一
日
数
回
、状
況
チ
ェッ
ク
に

巡
回
さ
れ
る
。作
業
能
力
が
向
上
す
る
に
従
い
、工
場
で
使
用

す
る
旋
盤
、フ
ラ
イ
ス
盤
、ボ
ー
ル
盤
な
ど
工
作
機
械
の
性
能

を
理
解
、高
性
能
製
造
機
械
は
、す
べ
て
ア
メ
リ
カ
製
か
ド
イ

ツ
製
に
気
付
く
。日
本
製
で
は
オ
シ
ャ
カ
に
な
る
。〝
こ
ん
な
こ

と
で
戦
争
に
勝
て
る
の
か
し
ら
〞と
疑
問
を
も
つ
。

寮
の
食
事
は
、豆
か
す
、大

豆
、コ
ウ
リ
ャ
ン
入
り
の
い
ず
れ

か
の
ご
飯
、大
根
入
り
の
味
噌

汁
、総
菜
一
品
。空
腹
で
も
辛
抱
。

面
会
日
の
父
兄
差
し
入
れ
で
ど

う
に
か
つ
な
ぐ
。そ
の
総
菜
も
暫

く
す
る
と
イ
ナ
ゴ
の
フ
ラ
イ
ば
か
り

が
、毎
日
出
さ
れ
、辛
抱
堪
ら
ず
、そ
の

イ
ナ
ゴ
を
机
に
並
べ
て
「
イ
ナ
ゴ
ハ
イ
ヤ
ダ
」
と
字
を
書

く
。・・・・（
中
略
）

1
9
4
4
年
12
月
13
日
、B
29
、90
機
に
よ
る
名
古
屋
大

空
襲
、名
古
屋
市
北
部
、三
菱
発
動
機
爆
撃
さ
れ
る
。当
日

は
、夜
勤
明
け
で
、寮
で
就
寝
し
て
い
た
。翌
日
の
朝
、出
勤
し

て
み
る
と
、そ
れ
ま
で
毎
日
聞
こ
え
て
い
た
隣
接
す
る
三
菱
発

動
機
の
試
験
稼
働
音
が
、ピ
タ
リ
と
止
ん
で
い
た
。工
場
稼
働

停
止
の
模
様
。そ
の
後
、工
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
奈
良
の
中

学
生
徒
８
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
と
聞
く
。・・・・（
中
略
）

事
態
の
深
刻
化
に
伴
い
父
兄
会
が
、学
校
に
強
く
帰
郷
を

要
請
。５
月
に
10
か
月
ぶ
り
に
帰
郷
。自
宅
か
ら
通
学
。近
く

に
柳
本
飛
行
場
が
あ
り
、度
々
敵
機
来
襲
。作
業
を
中
止
し
て

避
難
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
。幸
い
に
爆
弾
投
下
は
、な
か
っ
た
。

は
あ
ら
ゆ
る
物
が
焼
け
た
匂
い
で
喉
が
痛
い
、息
が
苦
し
い
。

足
下
は
煙
で
よ
く
見
え
な
い
。よ
く
見
る
と
焼
夷
弾
の
外
枠

が
落
ち
て
い
た
。恐
ろ
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
卒
業
式
が
あ

れ
ば
の
想
い
が
時
々
頭
の
中
を
か
す
め
る
。少
し
落
ち
つ
い
た

頃
、親
に
告
げ
ず
学
校
に
行
っ
て
み
た
。誰
一
人
い
な
い
。少
し

待
っ
て
み
た
が
人
が
来
な
い
の
で
遠
ま
わ
り
し
て
友
達
の
家
へ

寄
っ
た
が
門
柱
だ
け
が
立
っ
て
い
た
。昼
前
に
黒
い
雨
が
降
り

庭
は
黒
く
ヌ
ル
ヌ
ル
で
歩
け
な
い
。雨
が
止
み
、空
を
見
る
と

全
体
が
灰
色
、太
陽
が
薄
い
桃
色
で
裸
眼
で
ぼ
や
け
て
見
え

た
。こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
暗
然
と
し
た
。

こ
の
第
一
次
大
空
襲
か
ら
８
月
１４
日
の
第
８
次
大
空
襲
迄
、

50
数
回
の
空
襲
が
あ
っ
た
。暑
い
８
月
、壕
の
中
は
む
せ
る
。或

当
時
は
国
民
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
た
小
学
校
。毎
朝
登
校

時
に
学
校
の
門
を
入
る
と
先
ず
奉
安
殿（
ほ
う
あ
ん
で
ん
）に

最
敬
礼
、次
に
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
に
礼
を
し
て
、教
室
に
入

る
。国
民
学
校
６
年
生
の
12
月
、英
米
に
対
し
宣
戦
布
告

（
1
9
4
1
年
12
月
８
日
）太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。

1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）奈
良
県
立
郡
山
中
学
校
入

学
、１
学
級
50
人
４
組
編
成
で
あ
っ
た
。入
学
後
、最
初
の
行

事
は
桃
山
御
陵
参
拝
。戦
争
に
対
す
る
教
育
の
基
本
を
学

ぶ
。戦
争
は
聖
戦
で
あ
り
、日
本
は
神
国
。戦
争
に
負
け
た
こ

と
は
な
い
。

1
9
4
3
年（
昭
和
18
年
）中
学
２
年
、英
語
は
敵
国
語
で

あ
り
、授
業
短
縮
す
る
。軍
事
教
練
が
始
ま
る
。配
属
将
校
が

２
名
常
駐
。１
名
は
将
校
、１
名
は
兵
卒
上
が
り
の
万
年
少
尉

で
タ
タ
キ
上
げ
の
軍
人
。授
業
が
終
わ
る
や
否
や一
斉
に
運
動

場
に
整
列
、教
練（
２
時
間
）を
週
３
日
行
う
。訓
練
中
笑
え

ば「
口
を
開
け
ろ
」と
命
令
さ
れ
、砂
を
食
わ
さ
れ
る
。月
１
回

は
野
外
行
軍
で
模
擬
銃
を
肩
に
１
日
歩
く
。配
属
将
校
は
自

転
車
で
同
行
、指
揮
。年
２
回
夜
間
行
軍
訓
練
。早
朝
帰
宅
、

朝
食
後
再
び
学
校
へ
。

・・・・（
中
略
）

一
億
総
力
戦
　
一
億
玉
砕
。市
民
の
生
活
は
、隣
組
の
歌「
ト

ン
ト
ン
と
ん
か
ら
り
っ
と
隣
組
・・・・
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た

り
」に
あ
る
通
り
隣
組
が
基
盤
で
あ
っ
た
。隣
組
単
位
で
焼
夷

弾
の
爆
撃
に
備
え
て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
訓
練
、ま
た
、米
軍
の

本
土
上
陸
に
備
え
て「
竹
槍
戦
術
」の
訓
練
が
始
ま
る
。こ
れ

で
は
戦
争
に
勝
て
る
わ
け
は
な
い
と
、口
に
は
出
さ
な
い
が
、皆

思
っ
て
い
た
。

原
子
爆
弾
、８
月
６
日
広
島
、８
月
９
日
長
崎
に
投
下
。

「
高
性
能
爆
弾
で
空
中
爆
発
す
る
。強
い
光
を
放
つ
の
で
、白

い
シ
ー
ツ
を
着
用
し
て
避
難
せ
よ
！
」と
報
道
。

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
８
月
15
日
）ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
。太
平
洋
戦
争
敗
戦
！
終
結
。

学
校
再
開
。先
ず
は
敵
国
語
と
し
て
２
年
間
し
か
習
わ
な

か
っ
た
英
語
の
勉
強
を
、１
年
生
教
科
書
か
ら
始
め
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

昭
和
20
年
３
月
13
日
、戦
時
の
緊
張
の
中
、明
日
は
小
学

校
の
卒
業
式
。子
ど
も
心
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
。そ
の
日
の

夜
も
空
襲
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
服

装
を
し
て
床
に
つ
い
た
。９
時
頃
、警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。す
ぐ
さ
ま
、空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
に
変
わ
り
、今
迄

き
い
た
事
が
な
い
唸
る
様
な
響
き
が
長
く
長
く
続
い
た
。い
つ

も
と
何
か
が
違
う
と
直
感
し
た
。頭
巾
を
か
ぶ
り
防
空
壕
に

走
っ
た
。１
時
間
経
っ
て
も
警
報
は
解
除
に
な
ら
な
い
。だ
ん
だ

ん
不
安
が
募
っ
て
き
た
。２
時
間
ぐ
ら
い
経
っ
た
頃
、轟
（々
ご

う
ご
う
）と
物
凄
い
上
か
ら
の
音
。そ
し
て
地
上
か
ら
の
跳
ね

返
り
の
地
響
き
。壕
の
中
で「
今
死
ぬ
今
死
ぬ
」と
隣
の
姉
と

固
く
固
く
手
を
つ
な
い
で
い
た
。壕
の
中
で
は
誰
一
人
声
を
出

さ
ず
９
時
間
恐
ろ
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。３
月
の
壕
の
中
は

冷
え
る
。眠
た
い
、喉
が
渇
く
、お
な
か
が
空
い
た
、用
を
足
し

太
平
洋
戦
争
の
戦
時
下 

―
中
学
３
年
間
―

た
い
の
望
み
は一
切
思
え
な
か
っ
た
。編
隊
が
頭
上
を
通
り
過

ぎ
る
と
息
を
止
め
て
い
た
事
に
気
付
く
の
で
あ
る
。ホ
ッ
と
す

る
間
も
な
く
、ま
た
編
隊
が
頭
上
に
飛
ん
で
来
る
。や
っ
と
朝

６
時
、警
報
解
除
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。

「
助
か
っ
た
。」

壕
の
戸
を
父
が
開
け
る
と
真
白

な
粘
り
気
の
あ
る
煙
が
壕
の
中
に

吸
い
込
ま
れ
る
様
に
入
っ
て
き
た
。

庭
の
周
り
は
煙
で
よ
く
見
え
な
い
。

家
が
焼
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し

た
。し
か
し
庭
越
し
の
看
護
婦
寮
が
焼
け
て
い
た
。外
の
空
気

私
は
昭
和
13
年
に
生
ま
れ
た
戦
中
派
で
あ
る
。

父
市
次
は
、昭
和
17
年
２
月
18
日
呉
鎮
守
府（
く
れ
ち
ん

じ
ゅ
ふ
）第
三
特
別
陸
戦
隊
員
と
し
て
呉
港
か
ら
出
港
し
た
の

だ
が
、そ
の
直
前
の
家
族
と
の
面
会
が
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
20
年
７
月
３
日
、姫
路
市
の
２

回
目
の
空
襲
で
被
災
し
て
、母
子
３
人
は
神
崎
郡
田
原
村（
現

福
崎
町
）へ
疎
開
し
た
。

母
は
、昭
和

２２
年
か
ら
田
原（
現
福
崎
）保
健
所
へ
奉
職

し
、戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
切
り
、二
児
の
子
育
て
を
完
遂

し
て
、昭
和

４６
年
、同
保
健
所
を
退
職
し
た
。そ
の
後
、２４
年

間
、私
た
ち
夫
婦（
正
浩
、登
美
子
）と
現
在
地（
向
陽
台
）で

同
居
し
た
。

母
は
昭
和
５１
年
４
月
、亡
夫
の
３３
回
忌
法
要
を
済
ま
せ
た

頃
よ
り
、夫
の
最
後
の
消
息
を
求
め
て
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
生

存
者
宛
に
芋
づ
る
式
に
手
紙
を
出
す
等
し
て
い
た
が
、思
わ
し

い
情
報
は
得
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

平
成
５
年
４
月
、念
願
の
５０
回
忌
法
要
を
済
ま
せ
て「
も
う

思
い
残
す
こ
と
は
無
い
」と
晴
れ
や
か
な
顔
で
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
頃
、新
聞
紙
上
で「
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
交
友
会
」の
存
在

を
知
り
、亡
夫
の
手
掛
か
り
を
求
め
て
、そ
の
例
会
へ
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
７
年
１１
月
１４
日
、私
が
前
月
に
受
験
し
て
い
た「
中
小

企
業
診
断
士
試
験
」の
合
格
発
表
が
あ
っ
た
。同
日
夜
、母
が

「
良
か
っ
た
ね
」と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
、母
と

の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。

私
は
、母
の
遺
品
整
理
を
し
な
が
ら
、ご
く
自
然
に
母
の
遺

志
を
継
い
で
父
の
戦
没
状
況
調
査
を
や
ろ
う
と
決
意
し
た
も

の
の
、本
格
的
に
行
動
を
開
始
し
た
の
は
、母
の
死
後
、１０
数

年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

平
成
１８
年
２
月
、「
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰
霊
友
好
親
善
訪

問
団（
日
本
遺
族
会
主
催
）」に
参
加
し
た
が
、そ
の
際
は
、治

安
上
の
理
由
で
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
へ
は
上
陸
で
き
ず
、機
上
遙

拝（
よ
う
は
い
）の
み
が
行
わ
れ
た
。

平
成
２１
年
１１
月
、「
ビ
ス
マ
ー
ク・ソ
ロ
モ
ン
諸
島
慰
霊
巡
拝

事
業（
厚
労
省
主
催
）」に
参
加
し
た
際
、随
行
の
厚
労
省
係

官
か
ら
海
軍
履
歴
原
票
に
よ
る
個
人
調
査
票
の
提
供
を
受

る
日
、壕
の
中
で
聞
い
た
事
の
な
い
音
が
頭
上
か
ら
流
れ
た
。

焼
夷
弾
で
な
く
ま
さ
か
爆
弾
か
も
と
思
っ
た
。そ
の
音
は
金
属

性
で
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
い
う
音
だ
。近
く
に
落
ち
た
ら
し
く
ユ
ッ

サ
ユ
ッ
サ
と
壕
が
揺
れ
た
。近
鉄
南
大
阪
線
一つ
め
の
駅
で
線

路
が
２
本
、20
米（
メ
ー
ト
ル
）く
ら
い
天
を
突
い
て
い
た
。近

く
の
家
は
屋
根
が
落
ち
家
の
中
が
見
え
た
。ま
た
、阪
和
線
の

一つ
目
の
駅
で
石
垣
が
崩
れ
て
い
た
。

３
度
目
の
爆
弾
は
原
子
爆
弾
の
模
擬
爆
弾
で
あ
っ
た
。見

当
つ
け
て
３
キ
ロ
位
を
猛
暑
の
中
、見
に
行
っ
た
。大
き
な
大
き

な
深
い
擂
り
鉢（
す
り
ば
ち
）型
の
穴
が
空
い
て
い
た
。周
囲
の

家
は
跡
形
も
な
く
恐
ろ
し
い
惨
状
で
あ
っ
た
。帰
り
は
シ
ョ
ッ

ク
で
足
は
重
く
喉
は
カ
ラ
カ
ラ
で
あ
っ
た
。

け
、次
の
通
り
父
の
戦
没
状
況
の
詳
細
が
判
明
し
た
。

・戦
没
地
　
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
ブ
イ
ン
　

・戦
没
日
時
　
昭
和
１９
年
５
月
１
日
12
時
50
分

・戦
没
状
況
　
敵
機
来
襲
に
よ
り
退
避
中
、直
撃
弾
に
よ
り

負
傷（
前
頭
部
盲
管
爆
弾
破
片
創
脳
損
傷
）

次
い
で
、平
成
２４
年
５
月
、「
山
本
長
官
機
探
索
の
旅
」に

参
加
し
て
、初
め
て
父
の
終
焉
地（
し
ゅ
う
え
ん
ち
）ブ
ー
ゲ
ン

ビ
ル
島
南
端
の
ブ
イ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

我
一々
行
は
、ま
ず
墜
落
現
場
に
現
存
す
る
山
本
長
官
機
に

拝
礼
を
済
ま
せ
、そ
の
翌
日
、父
の
駐
屯
地
近
く
の
ブ
イ
ン
海

岸
で
、当
地
で
散
華
し
た
父
達
４

万
人
余
の
英
霊
の
慰
霊
祭
を
執

り
行
っ
た
。

か
く
し
て
、３
回
の
ブ
ー
ゲ
ン

ブ
ル
島
慰
霊
訪
問
に
よ
り
、父
の

戦
没
状
況
に
つ
い
て
正
確
な
事
実

が
判
明
し
、何
よ
り
も
父
の
７０
回

忌
法
要
を
、そ
の
終
焉
地
で
執
り

行
う
こ
と
が
出
来
て
積
年
の
思
い

が
叶
っ
た
。

白
川
　
孝
道 

さ
ん
　（
92
歳
）

母
の
遺
志
を
継
ぐ
父
の
戦
没
状
況
調
査

川
口
　
正
浩 

さ
ん （
８３
歳
）

大
阪
第
一
次
大
空
襲桐

本
　
晨
子 

さ
ん （
88
歳
）

今
年
で
戦
後
76
年
を
迎
え
ま
し
た
。市
で
は
、戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、昨
年
に
引
き
続

き
、戦
争
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
や
戦
時
中
の
記
憶
・
思

い
出
を
募
集
し
た
結
果
、14
名
の
市
民
の
方
か
ら
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
紙
面
で
は
、そ
の

う
ち
３
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
14
編
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
戦
後
76
年
を
迎
え
ま
し
た
。市
で
は
、戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、昨
年
に
引
き
続

き
、戦
争
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
や
戦
時
中
の
記
憶
・
思

い
出
を
募
集
し
た
結
果
、14
名
の
市
民
の
方
か
ら
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
紙
面
で
は
、そ
の

う
ち
３
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
14
編
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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中
学
３
年
生
。1
9
4
4
年
７
月
15
日
　
学
徒
勤
労
動
員

令
発
令
、国
鉄
関
西
線
郡
山
駅
を
出
発
名
古
屋
へ
。

三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所
に
勤
務
と
な
る
。

・・・・（
中
略
）

始
業
A
M
８
時 

終
業
P
M
４
時
。照
準
器
の
試
作
か
ら
始

め
、飛
行
機
の
部
品
な
ど
製
造
。各
職
場
の
指
導
員
か
ら
作

業
の
説
明
、指
導
を
受
け
る
。ト
イ
レ
な
ど
職
場
を
離
れ
る
時

は
、必
ず
報
告
。担
任
の
先
生
が一
日
数
回
、状
況
チ
ェッ
ク
に

巡
回
さ
れ
る
。作
業
能
力
が
向
上
す
る
に
従
い
、工
場
で
使
用

す
る
旋
盤
、フ
ラ
イ
ス
盤
、ボ
ー
ル
盤
な
ど
工
作
機
械
の
性
能

を
理
解
、高
性
能
製
造
機
械
は
、す
べ
て
ア
メ
リ
カ
製
か
ド
イ

ツ
製
に
気
付
く
。日
本
製
で
は
オ
シ
ャ
カ
に
な
る
。〝
こ
ん
な
こ

と
で
戦
争
に
勝
て
る
の
か
し
ら
〞と
疑
問
を
も
つ
。

寮
の
食
事
は
、豆
か
す
、大

豆
、コ
ウ
リ
ャ
ン
入
り
の
い
ず
れ

か
の
ご
飯
、大
根
入
り
の
味
噌

汁
、総
菜
一
品
。空
腹
で
も
辛
抱
。

面
会
日
の
父
兄
差
し
入
れ
で
ど

う
に
か
つ
な
ぐ
。そ
の
総
菜
も
暫

く
す
る
と
イ
ナ
ゴ
の
フ
ラ
イ
ば
か
り

が
、毎
日
出
さ
れ
、辛
抱
堪
ら
ず
、そ
の

イ
ナ
ゴ
を
机
に
並
べ
て
「
イ
ナ
ゴ
ハ
イ
ヤ
ダ
」
と
字
を
書

く
。・・・・（
中
略
）

1
9
4
4
年
12
月
13
日
、B
29
、90
機
に
よ
る
名
古
屋
大

空
襲
、名
古
屋
市
北
部
、三
菱
発
動
機
爆
撃
さ
れ
る
。当
日

は
、夜
勤
明
け
で
、寮
で
就
寝
し
て
い
た
。翌
日
の
朝
、出
勤
し

て
み
る
と
、そ
れ
ま
で
毎
日
聞
こ
え
て
い
た
隣
接
す
る
三
菱
発

動
機
の
試
験
稼
働
音
が
、ピ
タ
リ
と
止
ん
で
い
た
。工
場
稼
働

停
止
の
模
様
。そ
の
後
、工
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
奈
良
の
中

学
生
徒
８
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
と
聞
く
。・・・・（
中
略
）

事
態
の
深
刻
化
に
伴
い
父
兄
会
が
、学
校
に
強
く
帰
郷
を

要
請
。５
月
に
10
か
月
ぶ
り
に
帰
郷
。自
宅
か
ら
通
学
。近
く

に
柳
本
飛
行
場
が
あ
り
、度
々
敵
機
来
襲
。作
業
を
中
止
し
て

避
難
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
。幸
い
に
爆
弾
投
下
は
、な
か
っ
た
。

は
あ
ら
ゆ
る
物
が
焼
け
た
匂
い
で
喉
が
痛
い
、息
が
苦
し
い
。

足
下
は
煙
で
よ
く
見
え
な
い
。よ
く
見
る
と
焼
夷
弾
の
外
枠

が
落
ち
て
い
た
。恐
ろ
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
卒
業
式
が
あ

れ
ば
の
想
い
が
時
々
頭
の
中
を
か
す
め
る
。少
し
落
ち
つ
い
た

頃
、親
に
告
げ
ず
学
校
に
行
っ
て
み
た
。誰
一
人
い
な
い
。少
し

待
っ
て
み
た
が
人
が
来
な
い
の
で
遠
ま
わ
り
し
て
友
達
の
家
へ

寄
っ
た
が
門
柱
だ
け
が
立
っ
て
い
た
。昼
前
に
黒
い
雨
が
降
り

庭
は
黒
く
ヌ
ル
ヌ
ル
で
歩
け
な
い
。雨
が
止
み
、空
を
見
る
と

全
体
が
灰
色
、太
陽
が
薄
い
桃
色
で
裸
眼
で
ぼ
や
け
て
見
え

た
。こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
暗
然
と
し
た
。

こ
の
第
一
次
大
空
襲
か
ら
８
月
１４
日
の
第
８
次
大
空
襲
迄
、

50
数
回
の
空
襲
が
あ
っ
た
。暑
い
８
月
、壕
の
中
は
む
せ
る
。或

当
時
は
国
民
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
た
小
学
校
。毎
朝
登
校

時
に
学
校
の
門
を
入
る
と
先
ず
奉
安
殿（
ほ
う
あ
ん
で
ん
）に

最
敬
礼
、次
に
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
に
礼
を
し
て
、教
室
に
入

る
。国
民
学
校
６
年
生
の
12
月
、英
米
に
対
し
宣
戦
布
告

（
1
9
4
1
年
12
月
８
日
）太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。

1
9
4
2
年（
昭
和
17
年
）奈
良
県
立
郡
山
中
学
校
入

学
、１
学
級
50
人
４
組
編
成
で
あ
っ
た
。入
学
後
、最
初
の
行

事
は
桃
山
御
陵
参
拝
。戦
争
に
対
す
る
教
育
の
基
本
を
学

ぶ
。戦
争
は
聖
戦
で
あ
り
、日
本
は
神
国
。戦
争
に
負
け
た
こ

と
は
な
い
。

1
9
4
3
年（
昭
和
18
年
）中
学
２
年
、英
語
は
敵
国
語
で

あ
り
、授
業
短
縮
す
る
。軍
事
教
練
が
始
ま
る
。配
属
将
校
が

２
名
常
駐
。１
名
は
将
校
、１
名
は
兵
卒
上
が
り
の
万
年
少
尉

で
タ
タ
キ
上
げ
の
軍
人
。授
業
が
終
わ
る
や
否
や一
斉
に
運
動

場
に
整
列
、教
練（
２
時
間
）を
週
３
日
行
う
。訓
練
中
笑
え

ば「
口
を
開
け
ろ
」と
命
令
さ
れ
、砂
を
食
わ
さ
れ
る
。月
１
回

は
野
外
行
軍
で
模
擬
銃
を
肩
に
１
日
歩
く
。配
属
将
校
は
自

転
車
で
同
行
、指
揮
。年
２
回
夜
間
行
軍
訓
練
。早
朝
帰
宅
、

朝
食
後
再
び
学
校
へ
。

・・・・（
中
略
）

一
億
総
力
戦
　
一
億
玉
砕
。市
民
の
生
活
は
、隣
組
の
歌「
ト

ン
ト
ン
と
ん
か
ら
り
っ
と
隣
組
・・・・
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た

り
」に
あ
る
通
り
隣
組
が
基
盤
で
あ
っ
た
。隣
組
単
位
で
焼
夷

弾
の
爆
撃
に
備
え
て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
訓
練
、ま
た
、米
軍
の

本
土
上
陸
に
備
え
て「
竹
槍
戦
術
」の
訓
練
が
始
ま
る
。こ
れ

で
は
戦
争
に
勝
て
る
わ
け
は
な
い
と
、口
に
は
出
さ
な
い
が
、皆

思
っ
て
い
た
。

原
子
爆
弾
、８
月
６
日
広
島
、８
月
９
日
長
崎
に
投
下
。

「
高
性
能
爆
弾
で
空
中
爆
発
す
る
。強
い
光
を
放
つ
の
で
、白

い
シ
ー
ツ
を
着
用
し
て
避
難
せ
よ
！
」と
報
道
。

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
８
月
15
日
）ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
。太
平
洋
戦
争
敗
戦
！
終
結
。

学
校
再
開
。先
ず
は
敵
国
語
と
し
て
２
年
間
し
か
習
わ
な

か
っ
た
英
語
の
勉
強
を
、１
年
生
教
科
書
か
ら
始
め
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

昭
和
20
年
３
月
13
日
、戦
時
の
緊
張
の
中
、明
日
は
小
学

校
の
卒
業
式
。子
ど
も
心
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
。そ
の
日
の

夜
も
空
襲
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
服

装
を
し
て
床
に
つ
い
た
。９
時
頃
、警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。す
ぐ
さ
ま
、空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
に
変
わ
り
、今
迄

き
い
た
事
が
な
い
唸
る
様
な
響
き
が
長
く
長
く
続
い
た
。い
つ

も
と
何
か
が
違
う
と
直
感
し
た
。頭
巾
を
か
ぶ
り
防
空
壕
に

走
っ
た
。１
時
間
経
っ
て
も
警
報
は
解
除
に
な
ら
な
い
。だ
ん
だ

ん
不
安
が
募
っ
て
き
た
。２
時
間
ぐ
ら
い
経
っ
た
頃
、轟
（々
ご

う
ご
う
）と
物
凄
い
上
か
ら
の
音
。そ
し
て
地
上
か
ら
の
跳
ね

返
り
の
地
響
き
。壕
の
中
で「
今
死
ぬ
今
死
ぬ
」と
隣
の
姉
と

固
く
固
く
手
を
つ
な
い
で
い
た
。壕
の
中
で
は
誰
一
人
声
を
出

さ
ず
９
時
間
恐
ろ
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。３
月
の
壕
の
中
は

冷
え
る
。眠
た
い
、喉
が
渇
く
、お
な
か
が
空
い
た
、用
を
足
し

太
平
洋
戦
争
の
戦
時
下 

―
中
学
３
年
間
―

た
い
の
望
み
は一
切
思
え
な
か
っ
た
。編
隊
が
頭
上
を
通
り
過

ぎ
る
と
息
を
止
め
て
い
た
事
に
気
付
く
の
で
あ
る
。ホ
ッ
と
す

る
間
も
な
く
、ま
た
編
隊
が
頭
上
に
飛
ん
で
来
る
。や
っ
と
朝

６
時
、警
報
解
除
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。

「
助
か
っ
た
。」

壕
の
戸
を
父
が
開
け
る
と
真
白

な
粘
り
気
の
あ
る
煙
が
壕
の
中
に

吸
い
込
ま
れ
る
様
に
入
っ
て
き
た
。

庭
の
周
り
は
煙
で
よ
く
見
え
な
い
。

家
が
焼
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し

た
。し
か
し
庭
越
し
の
看
護
婦
寮
が
焼
け
て
い
た
。外
の
空
気

私
は
昭
和
13
年
に
生
ま
れ
た
戦
中
派
で
あ
る
。

父
市
次
は
、昭
和
17
年
２
月
18
日
呉
鎮
守
府（
く
れ
ち
ん

じ
ゅ
ふ
）第
三
特
別
陸
戦
隊
員
と
し
て
呉
港
か
ら
出
港
し
た
の

だ
が
、そ
の
直
前
の
家
族
と
の
面
会
が
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
20
年
７
月
３
日
、姫
路
市
の
２

回
目
の
空
襲
で
被
災
し
て
、母
子
３
人
は
神
崎
郡
田
原
村（
現

福
崎
町
）へ
疎
開
し
た
。

母
は
、昭
和

２２
年
か
ら
田
原（
現
福
崎
）保
健
所
へ
奉
職

し
、戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
切
り
、二
児
の
子
育
て
を
完
遂

し
て
、昭
和

４６
年
、同
保
健
所
を
退
職
し
た
。そ
の
後
、２４
年

間
、私
た
ち
夫
婦（
正
浩
、登
美
子
）と
現
在
地（
向
陽
台
）で

同
居
し
た
。

母
は
昭
和
５１
年
４
月
、亡
夫
の
３３
回
忌
法
要
を
済
ま
せ
た

頃
よ
り
、夫
の
最
後
の
消
息
を
求
め
て
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
の
生

存
者
宛
に
芋
づ
る
式
に
手
紙
を
出
す
等
し
て
い
た
が
、思
わ
し

い
情
報
は
得
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

平
成
５
年
４
月
、念
願
の
５０
回
忌
法
要
を
済
ま
せ
て「
も
う

思
い
残
す
こ
と
は
無
い
」と
晴
れ
や
か
な
顔
で
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
頃
、新
聞
紙
上
で「
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
交
友
会
」の
存
在

を
知
り
、亡
夫
の
手
掛
か
り
を
求
め
て
、そ
の
例
会
へ
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
７
年
１１
月
１４
日
、私
が
前
月
に
受
験
し
て
い
た「
中
小

企
業
診
断
士
試
験
」の
合
格
発
表
が
あ
っ
た
。同
日
夜
、母
が

「
良
か
っ
た
ね
」と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
、母
と

の
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
。

私
は
、母
の
遺
品
整
理
を
し
な
が
ら
、ご
く
自
然
に
母
の
遺

志
を
継
い
で
父
の
戦
没
状
況
調
査
を
や
ろ
う
と
決
意
し
た
も

の
の
、本
格
的
に
行
動
を
開
始
し
た
の
は
、母
の
死
後
、１０
数

年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

平
成
１８
年
２
月
、「
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰
霊
友
好
親
善
訪

問
団（
日
本
遺
族
会
主
催
）」に
参
加
し
た
が
、そ
の
際
は
、治

安
上
の
理
由
で
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
へ
は
上
陸
で
き
ず
、機
上
遙

拝（
よ
う
は
い
）の
み
が
行
わ
れ
た
。

平
成
２１
年
１１
月
、「
ビ
ス
マ
ー
ク・ソ
ロ
モ
ン
諸
島
慰
霊
巡
拝

事
業（
厚
労
省
主
催
）」に
参
加
し
た
際
、随
行
の
厚
労
省
係

官
か
ら
海
軍
履
歴
原
票
に
よ
る
個
人
調
査
票
の
提
供
を
受

る
日
、壕
の
中
で
聞
い
た
事
の
な
い
音
が
頭
上
か
ら
流
れ
た
。

焼
夷
弾
で
な
く
ま
さ
か
爆
弾
か
も
と
思
っ
た
。そ
の
音
は
金
属

性
で
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
い
う
音
だ
。近
く
に
落
ち
た
ら
し
く
ユ
ッ

サ
ユ
ッ
サ
と
壕
が
揺
れ
た
。近
鉄
南
大
阪
線
一つ
め
の
駅
で
線

路
が
２
本
、20
米（
メ
ー
ト
ル
）く
ら
い
天
を
突
い
て
い
た
。近

く
の
家
は
屋
根
が
落
ち
家
の
中
が
見
え
た
。ま
た
、阪
和
線
の

一つ
目
の
駅
で
石
垣
が
崩
れ
て
い
た
。

３
度
目
の
爆
弾
は
原
子
爆
弾
の
模
擬
爆
弾
で
あ
っ
た
。見

当
つ
け
て
３
キ
ロ
位
を
猛
暑
の
中
、見
に
行
っ
た
。大
き
な
大
き

な
深
い
擂
り
鉢（
す
り
ば
ち
）型
の
穴
が
空
い
て
い
た
。周
囲
の

家
は
跡
形
も
な
く
恐
ろ
し
い
惨
状
で
あ
っ
た
。帰
り
は
シ
ョ
ッ

ク
で
足
は
重
く
喉
は
カ
ラ
カ
ラ
で
あ
っ
た
。

け
、次
の
通
り
父
の
戦
没
状
況
の
詳
細
が
判
明
し
た
。

・戦
没
地
　
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
ブ
イ
ン
　

・戦
没
日
時
　
昭
和
１９
年
５
月
１
日
12
時
50
分

・戦
没
状
況
　
敵
機
来
襲
に
よ
り
退
避
中
、直
撃
弾
に
よ
り

負
傷（
前
頭
部
盲
管
爆
弾
破
片
創
脳
損
傷
）

次
い
で
、平
成
２４
年
５
月
、「
山
本
長
官
機
探
索
の
旅
」に

参
加
し
て
、初
め
て
父
の
終
焉
地（
し
ゅ
う
え
ん
ち
）ブ
ー
ゲ
ン

ビ
ル
島
南
端
の
ブ
イ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

我
一々
行
は
、ま
ず
墜
落
現
場
に
現
存
す
る
山
本
長
官
機
に

拝
礼
を
済
ま
せ
、そ
の
翌
日
、父
の
駐
屯
地
近
く
の
ブ
イ
ン
海

岸
で
、当
地
で
散
華
し
た
父
達
４

万
人
余
の
英
霊
の
慰
霊
祭
を
執

り
行
っ
た
。

か
く
し
て
、３
回
の
ブ
ー
ゲ
ン

ブ
ル
島
慰
霊
訪
問
に
よ
り
、父
の

戦
没
状
況
に
つ
い
て
正
確
な
事
実

が
判
明
し
、何
よ
り
も
父
の
７０
回

忌
法
要
を
、そ
の
終
焉
地
で
執
り

行
う
こ
と
が
出
来
て
積
年
の
思
い

が
叶
っ
た
。

白
川
　
孝
道 

さ
ん
　（
92
歳
）

母
の
遺
志
を
継
ぐ
父
の
戦
没
状
況
調
査

川
口
　
正
浩 

さ
ん （
８３
歳
）

大
阪
第
一
次
大
空
襲桐

本
　
晨
子 

さ
ん （
88
歳
）

今
年
で
戦
後
76
年
を
迎
え
ま
し
た
。市
で
は
、戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、昨
年
に
引
き
続

き
、戦
争
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
や
戦
時
中
の
記
憶
・
思

い
出
を
募
集
し
た
結
果
、14
名
の
市
民
の
方
か
ら
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
紙
面
で
は
、そ
の

う
ち
３
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
14
編
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
戦
後
76
年
を
迎
え
ま
し
た
。市
で
は
、戦
争

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、昨
年
に
引
き
続

き
、戦
争
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
や
戦
時
中
の
記
憶
・
思

い
出
を
募
集
し
た
結
果
、14
名
の
市
民
の
方
か
ら
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
紙
面
で
は
、そ
の

う
ち
３
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
14
編
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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「子育て相談」 毎週 月～金曜日　午前９時～午後５時（電話相談可）

「生活人権相談」 毎週 月～金曜日　午前９時～午後５時

「保健相談」 毎月 第１木曜日　午後１時30分～３時

「セクシュアル・マイノリティ相談・学習会」
毎月 第４木曜日　午後１時30分～４時（電話相談可）
事前予約の方優先　

相談
事業

【人権ビデオ上映会】

子ども向け 毎月第３水曜日 
 午後３時30分～

おとな向け 毎月第３金曜日
 午前10時～、午後１時～、午後４時～

川西隣保館

【よみかき教室かわにし】
にほんごの読み書きや漢字を学びます。
さまざまな国の人がいっしょに
学んでいます。
毎週金曜日 午後１時30分～３時

【１さいのひろばONEだーらんど】
毎月１回実施〈事前申し込み〉
１さいの子どもと保護者のひろば。
親子ふれあいあそび、自由あそび、
絵本タイムなど。　

【親子で遊ぼうDAY】　
毎月２回実施〈事前申し込み〉
１さいから３さいの子どもと保護者の
ひろば。親子ふれあいあそび、
自由あそび、絵本タイムなど。　

【人権啓発パネル貸し出し】
【人権ビデオ教材貸し出し】
【人権出前教室】
地域や学校での人権啓発学習の
お手伝いをします。ご利用ください。

【オンラインおしゃべり会】 
毎月２回実施〈事前申し込み〉
Zoomを使って、センター職員とおしゃべり
しましょう。今気になっていること、
聞いてみたいこと、何でもいいです。

【オンラインおうちでたんぽぽくらぶ】 
年４回実施〈事前申し込み〉
２さいから３さいの子どもと保護者で
Zoomを使って、親子ふれあいあそびや
おしゃべりを楽しみます。

【あそび場開放】 
遊戯室・体育室　就学前の子どもと保護者、
小学生に開放しています。

【夏休み子ども教室】
〈事前申し込み〉
小学生対象の教室。科学実験教室や
バスボムづくり、プログラミング教室など。

図書室や交流サロンなど自由に使えるスペースもあります。　

川西児童館

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
！

今
、こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！
み
な
さ
ん
！

【けんけんひろば】
学校の学習（自学）や人権に関する
学習（学び）に取り組みます。
小学生コース　毎週火・木曜日 午後４時30分～５時30分
中学生コース　毎週火・木・金曜日 午後６時～７時30分

「年齢や能力、状況などにかかわらず、デザインの最初から、できるだけ多くの人が
利用可能にすること」が基本的な考え方です。デザイン対象を障がい者や高齢者に限
定していない点が「バリアフリー」とは異なります。

ユニバーサルデザインは、Universal=ユニバーサル（普遍的な、万人の、万能の）と
Design=デザイン（設計、構想、計画）という2つの英語が合わさったもので、そのアル
ファベットの頭文字をとって「ＵＤ（ユーディー）」とも呼ばれています。

このユニバーサルデザインを提唱したのは、ノースカロライナ州立大学（アメリカ）のロナルド・メイスという人で、自身も身体に障がい
のある彼は、1980年代、それまでのバリアフリーの概念に代わって、ユニバーサルデザインを提唱しました。

川西市では、※同和問題の早急な解決をめざすため、1977（昭和52）年に川西市同和対策審議会を設置し「川西市における
今後の同和対策の基本的方策並びに具体的方策」について諮問し、1978（昭和53）年には同審議会の答申が市長に提出され
ました。

この答申の趣旨にそって、基本的人権尊重の精神に基づき、住民の社会的、経済的及び文化的生活の改善向上と同和問題の
速やかな解決に資するため、総合的なコミュニティーセンターとして、児童の健全な育成を図る機能を付加した「川西市総合セ
ンター」が、1980（昭和55）年11月１日に誕生しました。川西市総合センターは、川西隣保館と川西児童館の複合施設です。
※同和問題

同和問題（部落差別）とは、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により、日本国民の一部の人々が、長い間、経済的、社会的、文化
的に低い状態に置かれることを強いられ、同和地区と呼ばれる地域の出身者であることなどを理由に差別を受けるなどしている、我が国固有の
人権問題です。しかしながら、今なお、こうした人々に対して差別的な内容の文書が送付されたり、インターネット上で差別を助長・拡大する内容
の書込みや投稿が行われたりするなどの事案が発生しています。

２０２１年 
川西市総合センターは
創立４１年目をむかえました！

〒666-0032川西市日高町1-2　TEL 072-758-8398川西市総合センターの誕生は…

ユニバーサル デザインとは？ユニバーサル デザインとは？

わが国では、急速に高齢化が進んでいます。それに伴って、ハンディキャップがある人も増えていくと予想されます。そこで、はじめか
らすべての人の使いやすさや、わかりやすさに配慮した「ユニバーサルデザイン」の考え方がより重要となってきています。

近年は、在住外国人の人たちも年々増えてきています。その中で、「日本語」は、多くの言語の中でも特に難し
いと言われています。また、付け加えて「カタカナ語」、「外来語」も頻繁に使われるなど（※特に、この間、

〝コロナ禍〟関連のカタカナ語の発出は顕著です）、在住外国人に限らず、わかりづらさが増しています。情報伝
達は、特にわかりやすい日本語を意識して使うことが求められています。

性別や年齢、障がい、人種、民族などを理由とする差別はさまざまありますが、IT・デジタル化が進む現代において、情報
格差（デジタルデバイド）は、個人の利益や暮らしの質、命にまでかかわる大きな課題となっています。

原則4

4 わかりやすさわかりやすさ
使う人に必要な情報が

簡単に伝わる

5 安全性安全性
間違えても

重大な結果にならない

6 省体力省体力
少ない力で効率的に、

楽に使える

7空間・場所の確保空間・場所の確保
使うときに

適当な広さがある

1 公平性公平性
誰でも使えて

手にいれることができる

2 自由度自由度

柔軟に使用できる

3 単純性単純性

使い方が簡単にわかる

ユニバーサル
デザインの
ユニバーサル
デザインの77つの原則つの原則

●記入する ➡ 書く　●ご用件は何ですか？ ➡ どうしましたか？　●食後 ➡ ごはんを食べた後　など
やさしい日本語の一例

●ロックダウン（lockdown）… 封鎖・閉鎖 ●クラスター（cluster）… かたまり、集団
●オーバーシュート（overshoot）… 限界を越える、行き過ぎ ●ステイ・ホーム（stay home）…家に居る、在宅
●ソーシャル・ディスタンス（social distance）…社会的距離　ソーシャル（社会的な）ディスタンス（距離）

※注：人と人との距離を保つという意味合いで使うのであれば、「ソーシャル（社会的な）」ではなく、「フィジカル（身体的な、物理的な）・ディスタンス」などが本来的に
近い言い方と言われています。「社会的な」距離という言葉では、本来の意味とは違った差別的な意味合いで解釈されることもあるという意見もあります。

コロナ禍関連のカタカナ語の一例

なぜ、今「ユニバーサルデザイン」が求められているのか

情
報
格
差
と
人
権

●自動ドア… 誰にでも簡単に使用できる自動ドアはユニバーサルデザインの代表例といえます。 
●歩道や公園出入り口の段差解消　　●多機能トイレ　　●音響・時間表示信号機 
●ピクトグラム（絵文字） … 東京オリンピックの時も各競技を表したものが注目を集めていました。
●ＵＤ書体（文字）… 弱視の人にも読みやすい字体　

ユニバーサルデザインの一例

使う人に必要な情報が簡単に伝わる（わかりやすさ）  ➡使う人に必要な情報が簡単に伝わる（わかりやすさ）  ➡『やさしい日本語』『やさしい日本語』

デジタル（モバイル※小型で持ち運び可能、持ち運び中に操作可能な電子機器）機器
等の使用（方法）はもとより、その機器（通信インフラ含む）自体の所有、併せて、
そこで使用される「ことば」（※カタカナ語の多用など）でついていけない情報弱
者（障がいのある人、高齢者、貧困家庭など）の発生

人権の視点からも
軽視できない問題

いのちを育んでいくうえで、結果として大きな
格差が生まれる。

ＩＴ化、デジタル化　社会の急速な進展 必要な情報を〝得にくい（得られない）〟
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「子育て相談」 毎週 月～金曜日　午前９時～午後５時（電話相談可）

「生活人権相談」 毎週 月～金曜日　午前９時～午後５時

「保健相談」 毎月 第１木曜日　午後１時30分～３時

「セクシュアル・マイノリティ相談・学習会」
毎月 第４木曜日　午後１時30分～４時（電話相談可）
事前予約の方優先　

相談
事業

【人権ビデオ上映会】

子ども向け 毎月第３水曜日 
 午後３時30分～

おとな向け 毎月第３金曜日
 午前10時～、午後１時～、午後４時～

川西隣保館

【よみかき教室かわにし】
にほんごの読み書きや漢字を学びます。
さまざまな国の人がいっしょに
学んでいます。
毎週金曜日 午後１時30分～３時

【１さいのひろばONEだーらんど】
毎月１回実施〈事前申し込み〉
１さいの子どもと保護者のひろば。
親子ふれあいあそび、自由あそび、
絵本タイムなど。　

【親子で遊ぼうDAY】　
毎月２回実施〈事前申し込み〉
１さいから３さいの子どもと保護者の
ひろば。親子ふれあいあそび、
自由あそび、絵本タイムなど。　

【人権啓発パネル貸し出し】
【人権ビデオ教材貸し出し】
【人権出前教室】
地域や学校での人権啓発学習の
お手伝いをします。ご利用ください。

【オンラインおしゃべり会】 
毎月２回実施〈事前申し込み〉
Zoomを使って、センター職員とおしゃべり
しましょう。今気になっていること、
聞いてみたいこと、何でもいいです。

【オンラインおうちでたんぽぽくらぶ】 
年４回実施〈事前申し込み〉
２さいから３さいの子どもと保護者で
Zoomを使って、親子ふれあいあそびや
おしゃべりを楽しみます。

【あそび場開放】 
遊戯室・体育室　就学前の子どもと保護者、
小学生に開放しています。

【夏休み子ども教室】
〈事前申し込み〉
小学生対象の教室。科学実験教室や
バスボムづくり、プログラミング教室など。

図書室や交流サロンなど自由に使えるスペースもあります。　

川西児童館

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
！

今
、こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！
み
な
さ
ん
！

【けんけんひろば】
学校の学習（自学）や人権に関する
学習（学び）に取り組みます。
小学生コース　毎週火・木曜日 午後４時30分～５時30分
中学生コース　毎週火・木・金曜日 午後６時～７時30分

「年齢や能力、状況などにかかわらず、デザインの最初から、できるだけ多くの人が
利用可能にすること」が基本的な考え方です。デザイン対象を障がい者や高齢者に限
定していない点が「バリアフリー」とは異なります。

ユニバーサルデザインは、Universal=ユニバーサル（普遍的な、万人の、万能の）と
Design=デザイン（設計、構想、計画）という2つの英語が合わさったもので、そのアル
ファベットの頭文字をとって「ＵＤ（ユーディー）」とも呼ばれています。

このユニバーサルデザインを提唱したのは、ノースカロライナ州立大学（アメリカ）のロナルド・メイスという人で、自身も身体に障がい
のある彼は、1980年代、それまでのバリアフリーの概念に代わって、ユニバーサルデザインを提唱しました。

川西市では、※同和問題の早急な解決をめざすため、1977（昭和52）年に川西市同和対策審議会を設置し「川西市における
今後の同和対策の基本的方策並びに具体的方策」について諮問し、1978（昭和53）年には同審議会の答申が市長に提出され
ました。

この答申の趣旨にそって、基本的人権尊重の精神に基づき、住民の社会的、経済的及び文化的生活の改善向上と同和問題の
速やかな解決に資するため、総合的なコミュニティーセンターとして、児童の健全な育成を図る機能を付加した「川西市総合セ
ンター」が、1980（昭和55）年11月１日に誕生しました。川西市総合センターは、川西隣保館と川西児童館の複合施設です。
※同和問題

同和問題（部落差別）とは，日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により，日本国民の一部の人々が、長い間、経済的、社会的、文化
的に低い状態に置かれることを強いられ，同和地区と呼ばれる地域の出身者であることなどを理由に差別を受けるなどしている、我が国固有の
人権問題です。しかしながら，今なお，こうした人々に対して差別的な内容の文書が送付されたり、インターネット上で差別を助長・拡大する内容
の書込みや投稿が行われたりするなどの事案が発生しています。

２０２１年 
川西市総合センターは
創立４１年目をむかえました！

〒666-0032川西市日高町1-2　TEL 072-758-8398川西市総合センターの誕生は…

ユニバーサル デザインとは？ユニバーサル デザインとは？

わが国では、急速に高齢化が進んでいます。それに伴って、ハンディキャップがある人も増えていくと予想されます。そこで、はじめか
らすべての人の使いやすさや、わかりやすさに配慮した「ユニバーサルデザイン」の考え方がより重要となってきています。

近年は、在住外国人の人たちも年々増えてきています。その中で、「日本語」は、多くの言語の中でも特に難し
いと言われています。また、付け加えて「カタカナ語」、「外来語」も頻繁に使われるなど（※特に、この間、

〝コロナ禍〟関連のカタカナ語の発出は顕著です）、在住外国人に限らず、わかりづらさが増しています。情報伝
達は、特にわかりやすい日本語を意識して使うことが求められています。

性別や年齢、障がい、人種、民族などを理由とする差別はさまざまありますが、IT・デジタル化が進む現代において、情報
格差（デジタルデバイド）は、個人の利益や暮らしの質、命にまでかかわる大きな課題となっています。

原則4

4 わかりやすさわかりやすさ
使う人に必要な情報が

簡単に伝わる

5 安全性安全性
間違えても

重大な結果にならない

6 省体力省体力
少ない力で効率的に、

楽に使える

7空間・場所の確保空間・場所の確保
使うときに

適当な広さがある

1 公平性公平性
誰でも使えて

手にいれることができる

2 自由度自由度

柔軟に使用できる

3 単純性単純性

使い方が簡単にわかる

ユニバーサル
デザインの
ユニバーサル
デザインの77つの原則つの原則

●記入する ➡ 書く　●ご用件は何ですか？ ➡ どうしましたか？　●食後 ➡ ごはんを食べた後　など
やさしい日本語の一例

●ロックダウン（lockdown）… 封鎖・閉鎖 ●クラスター（cluster）… かたまり、集団
●オーバーシュート（overshoot）… 限界を越える、行き過ぎ ●ステイ・ホーム（stay home）…家に居る、在宅
●ソーシャル・ディスタンス（social distance）…社会的距離　ソーシャル（社会的な）ディスタンス（距離）

※注：人と人との距離を保つという意味合いで使うのであれば、「ソーシャル（社会的な）」ではなく、「フィジカル（身体的な、物理的な）・ディスタンス」などが本来的に
近い言い方と言われています。「社会的な」距離という言葉では、本来の意味とは違った差別的な意味合いで解釈されることもあるという意見もあります。

コロナ禍関連のカタカナ語の一例

なぜ、今「ユニバーサルデザイン」が求められているのか

情
報
格
差
と
人
権

●自動ドア… 誰にでも簡単に使用できる自動ドアはユニバーサルデザインの代表例といえます。 
●歩道や公園出入り口の段差解消　　●多機能トイレ　　●音響・時間表示信号機 
●ピクトグラム（絵文字） … 東京オリンピックの時も各競技を表したものが注目を集めていました。
●ＵＤ書体（文字）… 弱視の人にも読みやすい字体　

ユニバーサルデザインの一例

使う人に必要な情報が簡単に伝わる（わかりやすさ）  ➡使う人に必要な情報が簡単に伝わる（わかりやすさ）  ➡『やさしい日本語』『やさしい日本語』

デジタル（モバイル※小型で持ち運び可能、持ち運び中に操作可能な電子機器）機器
等の使用（方法）はもとより、その機器（通信インフラ含む）自体の所有、併せて、
そこで使用される「ことば」（※カタカナ語の多用など）でついていけない情報弱
者（障がいのある人、高齢者、貧困家庭など）の発生

人権の視点からも
軽視できない問題

いのちを育んでいくうえで、結果として大きな
格差が生まれる。

ＩＴ化、デジタル化　社会の急速な進展 必要な情報を〝得にくい（得られない）〟
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HPは
こちら

～北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう～～北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう～

〝普通〟とは
何か？を
問いかける
会話のできない自閉症

という障がいがある作家
東田直樹が13歳の時に

執筆し、世界30か国以上で出版された大ベストセラーのエッセイを
もとに映画化された感動のドキュメンタリー作品。わずか13歳の少
年が紡いだ言葉が海を越え、今もなお世界中の自閉症者とその家
族たちに希望を与え続けている。

〝実家に帰ると
父が母に
なっていた〟
映画監督、作家とし

て活動しているふくだ
ももこ監督が自身の短
編映画『父の結婚』を

長編化。母の三回忌で離島に帰郷して父の再婚を知らされた女
性が、驚きながらも島の住人たちとの大らかな生活を通じて、自
分らしさを発見していく過程をとおして新しい家族のカタチを描く。
主演は松本穂香。

広報

～ 出会い 気づき 発見 ～ 人権擁護都市宣言・非核平和都市宣言のまち

人権情報誌 令和3年（2021年）12月1日

編集・発行／川西市人権推進課
〒666-8501  川西市中央町12-1

☎ 072-740-1150
FAX 072-740-1151

12月4日から10日は人権週間です

人権週間映画会 12月4日（土）

おいしい家族

～だれもが幸せを感じるまちをめざして～

人権週間  -特設人権相談の実施

北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月10日～16日）

ク イ

※12月10日は
　世界人権デー

昭
和
23
年（
1
9
4
8
年
）12
月
10
日
、第
3

回
国
連
総
会
で
初
め
て
人
権
の
保
障
を
国
際
的

に
う
た
っ
た「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
、12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と

定
め
ま
し
た
。日
本
で
は
、こ
の
日
を
最
終
日
と

す
る
、毎
年
12
月
4
日
〜
10
日
を「
人
権
週
間
」

と
し
て
位
置
づ
け
、全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
西
市
で
は
、こ
の「
広
報
じ
ん
け
ん
」を
は
じ

め
、「
人
権
週
間
映
画
会
」や「
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
」、「
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
の
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処
が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題についての関心と認識を深めていくことが大切です。

〜
人
権
週
間・世
界
人
権
デ
ー
と
は
〜

川
西
市
で
は
、平
成
３
年（
1
9
9
1
年
）2
月

28
日
に
人
権
擁
護
都
市
宣
言
を
行
い
、「
川
西
市

人
権
行
政
推
進
プ
ラ
ン
」に
も
と
づ
き
、人
権
行

政
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、現
社
会
で
は
、新
た
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」に
関
連
し
た
差
別

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）上
で
の
差
別
的

な
書
き
込
み
な
ど
人
権
侵
害
事
案
が
生
じ
て
き

て
い
ま
す
。

市
で
は
、今
後
も
差
別
の
な
い
、だ
れ
も
が

幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

〜
人
権
擁
護
都
市
宣
言
の
ま
ち
〜

※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。
※当日先着順  入れ替えなし

字幕付 2019年 日本 95分 日本語吹替え 字幕付 2020年 イギリス 82分
❶10：30～　❷14：35～上映時間 ❶13：00～　❷16：25～上映時間

（C）2019「おいしい家族」製作委員会
（C）2020 The Reason I Jump Limited, 
Vulcan Productions, Inc., The British Film Institute

入場
無料

僕が跳びはねる理由

※当日は、新型コロナウイルス感染症対策にご協力お願いします。状況により定員を変更する場合があります。
　その場合は、市ホームページでお知らせします。

みつなかホールところ 各480名定 員

※人権擁護委員がお受けします。　
人権推進課　☎072-740-1150 まで　　予約優先12月3日（金）13時～16時　市役所（202会議室）　

※北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」、「『ただいま』～の声を聞くために～」のDVDを貸し出しています。（人権推進課）

次の空欄（〇の中）をうめてください。

❶12月10日は、「世界〇〇デー」
❷「心配せんと〇〇きしてや！」は、今年度の人権作文コンテストの最優秀賞の題名でした。
❸今年度の人権週間映画会の洋画の題名は、「僕が跳びはねる〇〇」
※クイズ正解者には、図書カード（1,000円分）を5人に差しあげます。
　（正解者多数の場合は抽選。図書カードの発送をもって発表にかえさせていただきます。）

啓発パネル展示

〒666-8501　川西市人権推進課「クイズ」係

ハガキに①クイズの答え、②住所、③名前、④年齢、⑤電話番号、⑥今回の広報じんけんで興味のあった
記事と感想を書き、下記あて先まで応募方法

あて先 令和3年１２月１5日（水）消印有効締 切

毎月第3金曜日は、川西市の人権デーです

第12回
テーマ 「続コロナ禍」テーマ 「続コロナ禍」

令和３年度令和３年度

「はじめまして」

「
仲
良
し
姉
妹
」

「今度いつ
 帰って

 来てくれる？」

川中 彩 さん（けやき坂）

近
藤 

雅
也 

さ
ん

（
萩
原
台
東
）

「
ち
っ
ち
ゃ
な

　お
兄
ち
ゃ
ん
」

金
谷 

有
美 

さ
ん（
緑
台
）

塩田 敦子 さん（久代）

祖母は施設で療養中で、コロナの感染予防のため直接会うことはかないませんでしたが、職員の方のお気遣いで窓越しに息子と初対面することができました。

夫が単身赴 任で引越す
前日の 写 真 です。最 近
下 の 子 が 、友 達 が「 僕
のお父さん、リモートで
ずっと家におるねん！」て
話すのを聞き涙が出そう
になったと教えてくれま
した。

入賞作品紹介入賞作品紹介

最優秀賞

優秀賞

佳 作 佳 作

人権写真人権写真
コンテスト in かわにしコンテスト in かわにし

フォト

●❶ 川西市役所 市民ギャラリーにて
（12月13日～17日） ●❷ 川西市総合センター

（令和4年1月17日～21日）
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